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ホタルの光を利用した衛生検査法（ATP法） 

ルシフェリン－ルシフェラーゼ反応による微生物検査 

 

 

 食品工場での衛生管理や病院での院内感染の防止には適切な手洗い、器具洗浄が最も効

果的です。しかしながら病原菌をはじめとする各種微生物は目で確認できない小さな生物

であるため、手洗いや洗浄が正しく行われているかを簡単に確認することはできません。

微生物の検出は寒天培地を用いた培養法やPCR法などの遺伝子検査で行うことができます

が、培地法では結果が出るまでに数日係ることもあり、PCR法などは専門的な知識と技術

が必要となります。ATP（アデノシン三リン酸）はすべての生物細胞中に共通して存在し、

ATPの存在は生物がいる証拠となります。ATP法とは手指や器具や設備などの汚れ（微生

物や残渣など）を、高感度な生物発光を用いることで数値化する手法で、目に見えない汚

れを数値化することで洗浄度合いを把握できる迅速な検査法です。この発光現象はわずか

な微生物を検出するため、極めて微弱な光となり、高感度な光測定器（ルミノメーター）

で測定します。 

 

生物発光 

 自然界にはホタル、ウミホタル、夜光虫、深海魚など生体内で発光する物質をつくりだ

す様々な生物が存在します。2008年にノーベル化学賞を受賞した下村先生の発見したオワ

ンクラゲの「緑色蛍光タンパク質（GFP；Green Fluorescent Protein）」を蛍光させる光も

イクオリンと呼ばれる発光タンパク質です（蛍光は特定の光を受けて別の色を出す現象）。 

ATP法ではホタルの光のもととなるルシフェラーゼという酵素とルシフェリンという基質

を利用します。 

 

ルシフェリン-ルシフェラーゼ反応 

 マグネシウムの存在下でルシフェラーゼが ATPのエネルギーでルシフェリンを酸化反応

させる際に波長 562nmの光を発する酵素基質反応。 
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